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Ⅰ　問題と目的
1　保育者の現状
保育者による保護者支援の必要性は高まるば
かりである。2008 年に改訂された保育所保育指
針の中に、「保護者に対する支援」が新設され、
2015 年には子ども・子育て支援新制度の施行に
よる市町村が主体となって実施する支援制度の
整備が進められてきた１）。保護者の子育て支援の
質を高め、子どもの年齢や保護者の就労状況な
どに応じた多様な支援が出来るために、保育者
の配置基準を改善し、保育者の処遇改善が進め
られている。さらに、2018 年 4 月から適用され
た新保育所保育指針には、「保護者支援」の章が
「子育て支援」と改められた２）。その理由として、
子どもの育ちや子育てに関わる様々な社会の課
題が拡大または顕在化してきており、保護者が
身近な人から子育てに関する協力や助言を得ら
れにくい状況に置かれていることが指摘されて
いる。そのため、保育者は保護者がわが子との
安定した関係を築き、養育力を向上できるよう
に、専門性を活かした支援を行うように求めら
れている。保護者支援が保育者の重要な職務の
一つであることが改めて示されたのである。
保護者支援を行う保育者の現状はどのような
ものだろうか。社会の変化に伴い子育て環境も
大きく変化しており、多様な保護者との関わり
に困難を感じる保育者は少なくない。待機児童
解消のためにも多くの保育士が必要になってい
るが、保育者の現状は厳しい。保育士の早期離
職や心身の不調が問題となっており（氏家、
2015）、保護者対応のストレスもこの一因と考え
られる３）。そのため、保育者が保護者と良好な関
係を形成することがストレス軽減につながり、
日々のコミュニケーションにおける改善策の提
案が急がれるのである。
2　保育者と保護者のコミュニケーション
保育者と保護者のコミュニケーションに関す
る先行研究は、保育者が抱く保護者対応の難し
さに関するものが多く、保育の経験年数による
違いに着目し、若手保育者が抱く保護者対応の
難しさとその支援策が提案されているものもあ
る４）５）６）７）。中でも片山は、就職から 6年以内
の若手保育者を対象に行ったグループインタ
ビューから、若手保育者が保護者対応において、
微妙な感情の機微を察しながら関わりを模索し
保護者－保育者間のコミュニケーションに関する保育者の語り
張　貞京、真下　知子
保護者が自身の子育てに自信をもつように支援する役割が保育者に求められている。しかし、保
育者が保護者と安定した関係形成を図るため、日々のコミュニケーションを図ることは容易ではな
い。今回は、担任保育士のサポートを行っているフリー保育士にインタビューを実施し、日頃のコ
ミュニケーションによる関係形成について分析を行った。フリーの立場と自分の子育て経験により、
保護者理解を深め、客観的な視点で日頃の関係形成に務めていた。
キーワード：保護者、保育者、コミュニケーション、フリー保育士
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ている姿について述べており、保育者が保護者
との良好な関係形成を目指す日々の大変さを物
語っている８）。
さらに、子どもに発達上の課題がある場合、保
育者が保護者と共通認識をもち、子どもの課題
改善に向けて取り組むことの難しさに関する研
究も複数みられる９）10）。木曽は、経験年数 11 年
以上の保育者に面接調査を行い、保護者対応に
困り感を抱く保育者が葛藤しながら保護者理解
を深めていくプロセスを明らかにしている 11）。
保育者と保護者間において、子どもの発達に関
する共通認識をもつことは大変難しく、保育者
が日々苦心していることが分かる。また、保育
者のバーンアウトを保護者対応との関係で分析
した研究では、保護者対応の難しさが保育者自
身の保育に対する不全感につながる側面がある
としている 12）。
子どもの発達上の課題だけでなく、日々のト
ラブルが発生してから保護者の理解を促し改善
に取り組むことは難しい。日頃からコミュニ
ケーションをとり、良好な関係形成が必要であ
る。コミュニケーション関係において、良好な
関係の形成維持のために、三宮（2008）は誤解
体験からの学習方法を提案している 13）。
3　研究の経緯
本研究では、コミュニケーション改善の具体
策を探るために、保護者と保育者間において発
生した誤解体験について研究を重ねてきた。保
育者を対象に行ったアンケート調査で、保育者
が誤解された事例より、誤解の発生要因として、
「時間的なずれ」「コミュニケーションの媒体」
「伝達表現の問題」「場面」「認識のずれ」「対応・
認識不足」の6つのカテゴリーが得られた 14）。誤
解体験をした保育者は、体験から学び、日頃か
ら保護者とのコミュニケーションに注意を払っ
ていた。そして、保護者と保育者間の良好なコ
ミュニケーションには、両者のおかれた状況や
関係性、知識理解と責務に関する要望などの違
いを認識する必要がある。
保護者を対象に行った調査からも、保育者と
のコミュニケーション上のずれが発生している
事が示唆された 15）。事例の中には、保護者が誤
解しているにも関わらず、保育者には伝わって
いない例が複数みられ、中には時間の経過とと
もに保護者が自ら再解釈し解決する例もみられ
た。深刻なトラブルに発展した誤解体験はな
かったが、保護者が保育者との日々のコミュニ
ケーションにおいて、困難を感じていることが
分かった。保護者が体験した保育者との誤解発
生の時期として一人目が多く、子どもの行動や
発達に関する知識もなく、慣れない生活を送る
保護者にとって、保育所生活や保育者との関係
は分からないことの連続である可能性を物語っ
ていた。
保護者と保育者間において、誤解体験のよう
なコミュニケーション上の問題が発生している
ことは明らかであり、保育者は体験から学んで
いた。その学びのプロセスを保育者の語りから
明らかにすることで、コミュニケーションの具
体的な改善策を探ることができると考えられ
る。保育者の語りは、保護者支援の難しさに関
するものや保育者としての自己形成に関するも
のまで多数みられる 16）17）18）19）20）21）。体験が学び
へと転換していくプロセスを明らかにし、学習
内容を提案する有効な方法といえる。
Ⅱ　研究の対象および方法
1　研究の目的
今回は、保育者が体験した保護者との誤解体
験に関するインタビューを実施し、どのような
体験をしているのか、どのように日頃のコミュ
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ニケーションによる関係形成に努めているのか
を明らかにする。
2　調査協力者および手続き
2016 年 12 月初めに京都府下の保育所 37 か園
へ書類による依頼を行った。施設長を通してイ
ンタビュー協力のお願いを各園の所属している
常勤保育者に配布し、協力者を募った。
2016 年 12 月末より、協力を申し出た保育者と
日程調整し、保育者が希望する場所にてインタ
ビューを実施した。協力を申し出た保育者全員
を対象とし、半構造化インタビューを実施した。
インタビューは、2016 年 12 月～ 2017 年 3 月
に実施した。インタビュー時間は 1人 60 分程度
であった。ICレコーダーによる音声記録を行い、
後日文字起こしを行った。
3　倫理的配慮
協力を申し出た保育者が所属する園の施設長
には研究の趣旨説明を行い、研究協力への同意
を得た。協力者本人には、研究の概要、ICレコー
ダーによる音声記録、データ管理や個人情報保
護の方法、安全管理、インフォームド・コンセ
ントに関して、書面および口頭での説明を行い、
同意を得た。
研究協力した保育者の名前と在籍園名は、個
人が特定されないように、アルファベット表記
した。また、語りの内容についても、個人や園
が特定されないように、一部の修正を行った。
表１　研究協力者の属性
園 保育者名 性別 経験年数 誤解体験の有無 備考
A保育園
Ｈ・Ｓ 女 4 年目 有 担任保育士
Ｙ・Ｔ 女 7 年目（現在職園 6 年目） 有 担任保育士
Ｔ・Ｅ 女 9 年目 有 担任保育士
Ｓ・Ｋ 男 12 年目（現在職園 10 年目） 有 担任保育士
Ｋ・Ｍ 女 13 年目（現在職園９年目） 有 担任保育士
Ｈ・Ｉ 男 14 年目 有 担任保育士
Ｎ・Ｍ 女 19 年目（現在職園 13 年目） 有 担任保育士
Ｃ・Ｙ 女 36 年目 有 主任保育士
B保育園
Ｉ・Ｎ 女 2 年目 有 担任保育士
Ｓ・Ｊ 男 9 年目 有 担任保育士
Ｓ・Ｉ 女 13 年目（現在職園 5 年目） 有 担任保育士
Ｈ・Ｊ 女 23 年目（現在職園 18 年目） 有 担任保育士
C保育園
Ｋ・Ｒ 女 10 年目（現在職園 6 年目） 無 フリー保育士
Ｋ・Ｍ 女 9 年目 有 担任保育士
Ｎ・Ｅ 女 12 年目 有 主任保育士
Ｙ・Ｍ 女 13 年目 有 担任保育士
D保育園
Ｏ・Ｓ 女 17 年目 有 担任保育士
Ｓ・Ｓ 女 40 年目 有 担任保育士
E保育園
Ａ・Ｍ 女 9 年目（現在職園 5 年目） 有 担任保育士
Ｎ・Ｙ 女 20 年目 有 担任保育士
F保育園 Ｈ・Ｙ 女 30 年目 有 主任保育士
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4　分析の手続き
インタビューの音声記録を逐語で起こしたも
のから、保護者との関わりについて触れた語り
のデータを抽出し、体験と保護者とのコミュニ
ケーションに関するまとまりごとのカードを作
成した。
5　協力者の構成比と分析対象
6 ヶ園より 21 名の保育者の協力が得られた。
協力者の勤務年数を含む属性を表 1に示す。性
別は男性が 3名、女性が 18 名であった。勤務年
数は、2年目の保育者から 40 年目の保育者まで
幅広い経験年数であった。17 名が担任保育士で
あり、3名がクラス担任を持たない主任保育士、
1名のみがフリー保育士であった。
保護者とのコミュニケーション上で発生した
誤解体験について、短時間で解決できたコミュ
ニケーションのズレから深刻な事態までに発展
した体験まで、程度の違いはあるものの体験が
あると語ったのが 20 名であった。唯一、誤解体
験をしていないと語ったのがフリー保育士のK・
Rである。
K・Rは、保育士養成校を卒業後、幼稚園で務
めるが、結婚を機に退職している。子育てが一
段落したため、C保育園のフリー保育士として働
き始めて 6年目になる。自分が気づいていない
可能性があると前提しつつも、インタビュー全
体を通して、誤解された体験はなかったと述べ
ている。
今回は、クラス担任を持たず、フリーの立場
で担当し、担任保育士のサポートを行っている
フリー保育士のK・Rに焦点を当てた。フリー保
育士の役割は、クラス担任を持たず、クラス全
体を俯瞰的に捉える立場にある。保護者や子ど
もへの個別対応を可能にするとともに、担任保
育士のサポートおよび調整の重要な役割を担っ
ている。
制度的にも、2015 年度から進められている保
育士の処遇改善策としてキャリアアップ制度が
作られ、その研修項目の中に「マネジメント」が
含まれている。「マネジメント」の内容では、施
設長や主任保育士の下でミドルリーダーの役割
を担う保育士の育成が求められている 22）。若手
の人材育成や働きやすい環境づくりが研修内容
として組まれており、保育全体を俯瞰的に見て、
調整を行う存在が求められているのである。
K・Rは担任保育士ではないフリー保育士であ
ることから、保護者と保育者の日頃のコミュニ
ケーションに関する課題を客観視できると考え
られる。そこで、本研究ではフリー保育士の語
りを分析対象とすることとした。
Ⅲ　結果および考察
K・Rの語りから保護者とのコミュニケーショ
ンに関するものを抽出し、語りの具体的な内容
をまとまりごとに分類して示す。なお、分類さ
れた内容が最も顕著に表現された記述を下線で
示した。
1　担任保育士の伝達を確認調整する
フリー保育士として、担任保育士が行った伝
達を保護者に対して個別に確認し調整している
姿が語られている（表 2の語り 1、2）。
担任からの伝達を再確認したり、伝達内容を
正確に記憶していなかった保護者から確認され
たりする体験を語っている。フリーの立場で全
体をサポートする立場にいるため、担任保育士
と保護者の仲介役として、コミュニケーション
を調整していることが分かる。
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表 2　担保育士の伝達を確認調整
語り 1
直接保護者さんともお話はさせてもらうのですが、担任の先生から聞かれた話を再度こちらからお伝えす
るようなこととか、申し送りで聞いていることとか、保護者さんからの伝達というかたちで、お聞きした
ものを、またお通しさせてもらったりという感じのこともあります。
語り 2
お手紙を配布して、きちんとお伝えしているとは思うのですが、目を通してはくださっていても、日にち
がちょっとまたいでしまったりすると、「あっ、今日でしたか」というようなこととかですね。お手紙で
時間も書いてあるけども、「何時までに登園すればよかったですか」ということを、もう一回尋ねられる
とか。
表 3　保護者理解
語り 3
お食事をちゃんと食べていますかとか。一応、ノートでは毎日、食べているとか、食べていないとか、残
しましたとかいうことも、記録の中に書かせてはいただいているのですが、ちょっと細かいこととかは、
お母さんたちは分かりにくいと思うんですね。
語り 4
分からないんですけど、まず人間と人間なので、取りあえず相手の立場に立って考えたときに、自分の伝
えたことが理解できるかなというのを、相手の立場になって考えてみたら、その伝え方で分かるかなとか。
お手紙を見たときに、ぱっと、分かっている方は分かって書いているので、きっと端的な言葉で書くので
すけど、それがちょっと分かりにくかったら補足した方がいいかなとか。たぶん理解してもらえなかった
りもあるんですね。「これは、何に使うために要るんですか」とかいうのもあったりとか。
語り 5
ビニール袋とかも持ってくるんです。こちらとしては、汚れ物を入れるためにとか、おむつをいれるため
になので２枚要るんですよと思っているんですけど、１枚しか入れられてこなかったりすると。分からな
いんですね、お母さん。そうしたら、やっぱりこちらから、これとこれを入れるのでと。でも、おむつが
なくなってきたら、もうそれは要らなくなったりとか。逆に、おむつで、汚れ物でおしっこの失敗と、排
せつでない失敗の場合という、いっとき３枚要るときもあるんですね。たぶんそういう細かいこととかが
分からないので、そろそろ１枚多めに欲しいんですとか、しばらく３枚で持ってきていただけると助かり
ますとか、そういうこともお伝えしていかないと、きっと持ち物の中に書いてあっても、ご理解していた
だけないかなということで。
表 4　日々のコミュニケーション
語り 6 お困りのことがあったりとか、不安なことがあったら、いつでも言ってくださいねと言っておくと、言ってくださることもあるし、別に言わなくて、そのまま大丈夫な方もあるし。
語り 7
その前に、朝のときとか普段の様子をちょこちょこお伝えしておくと、担任の先生も、みんなの子どもを、
10 人、20 人の子どもを、毎日全員にはお伝えできないので、ちょっとしたときの合間合間にお伝えして
おくと、（保護者も）「そうか」ということで。
語り 8
大勢のお子さんなので、そこが難しいところかなと。一人の保護者さんばかりと長くというわけにはいか
ないので、全体をきちんと見ながら、今日は、ここは絶対にお伝えした方がいいなと思うようなことは、
やっぱり気になるので。同じ子とばかりにならないように、普段から普通に楽しくしておられる方でも、
ちょっと何かあったら、いつもにこにこしておられるけど、今日は、こんなことができて、すごくうれし
かったのでと、伝えられる子もいますけど、伝えられなくても、保育者から少し言っておくと、「そんな
ことがあったんですか」という感じになると思うんです。
表 5　保護者に抱く保育者のイメージ
語り 9
子どもと一緒で、保護者さんに対しても、そんなふうに見られるといいかなと思います。違う目で見ると、
また違う感性であるので。結構おとなしそうなお母さんに見えて、実はすごくおしゃべりをされるので、
１回、こちらから声を掛けてみたら、よくしゃべってくださるかもしれないということもあるかもしれな
いです。
語り 10
お互い大人なので、もしかするとちょっと我慢してくださっているかもしれないので、こちらはうまくと
思っていても、何か思いがあられるかもしれない。そういう意味ではちょっとすれ違うこともたまにはあ
るのかもしれないですが、そこがトラブルになる前に、お母さんたちも不安な時には、声を掛けていただ
けるような。なるべくそういう気持ちではいるのですけど。
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2　伝達の基礎である保護者理解
日常の保育では、様々な伝達が行われている。
誤解のようなコミュニケーション上のずれを発
生させないために、フリー保育士の立場から、注
意を払っている点が語られている（表 3の語り
3、4、5）。語りの中には、ずれを発生させない
ために保護者理解が基本にあることが読み取れ
る。担任保育士による伝達内容の多くは、保護
者が保育や子どもの様子を見ることができず、
保育に関する知識や理解がないことから、コ
ミュニケーション上のずれを発生させる可能性
を常に孕んでいると考えられる。また、保護者
のタイミングや理解などによって、受け取り方
も変わる。
対象者K・Rは保育者と保護者の立場と視点の
相違点を踏まえた上で、伝達内容の理由や目的
などについて、保護者に合わせて説明している
ことが分かる。
3　日々のコミュニケーション
表 4の語り 6、7、8からは、保護者に対して、
コミュニケーションを取るために積極的に働き
かけている様子が分かる。伝達すべき事の有無
に関わらず、保護者に話しかけ、保護者が日々
の困り事や疑問を保育者との間で解決できるよ
うに注意を払っていた。些細な事であっても、保
育中にみられた子どもの姿を全ての保護者に伝
えられるように心がけており、常にコミュニ
ケーションを取るようにしていることが分か
る。保護者からの発信を待つのではなく、保育
者からの歩み寄りによって、保護者とのコミュ
ニケーションを良好にしようと努めていた。
4　保護者に抱く保育者のイメージ
保護者と関係が形成され、保護者理解が深ま
るまでの間、保育者はその外見や雰囲気から保
護者を判断することもあるだろう。対象者も外
見で保護者を判断するのではなく、自らの働き
かけにより、トラブルの発生を防止したいと考
えている（表 5の語り 9、10）。保育者のみなら
ず、他者との関係形成において抱きやすい先入
観を自覚して、客観的な視点で関わる姿勢を維
持することは容易ではない。対象者K・Rは、先
入観が保護者との適切な関係形成を困難にする
と考えており、保育者が気づかずにいる可能性
を意識して保護者と関わっていた。
5　保護者の子育て支援
日中の様子を知らず、送迎時に見せる子ども
の姿に不安を抱く保護者へのフォローを行って
いるのが表 6の語り 11、12 から分かる。登園時
に我が子に泣かれることは、保護者を不安にさ
せるものである。保護者が安心できるよう、降
園時に登園直後の姿を伝えている。そして、保
護者の不安を理解できるようになった理由とし
て、自分自身の子育て経験があると語っている
（表 6の語り 13）。子育て経験が保育者の保護者
理解を深め、保護者対応の姿勢を変化させてい
ると考えられる。
また、表 6の語り 14 では子どもの変化を細や
かに伝えることで、子どもの成長に関する保護
者と保育者の共通認識作りを意識していた。保
護者との意識的な会話を通して、時には語り 15
のように保育者が気づきを得ることもある。こ
のような気づきから、保護者と積極的にコミュ
ニケーションを取り、学びを重ねていると推測
される。
6　担任保育士のサポート
フリー保育士として、担任保育士のサポート
役に徹している姿勢が表 7の語り 16、17 から読
み取れる。保護者対応の経験が浅い若手保育士
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に対して、時には助言し、保護者とのコミュニ
ケーションが円滑になるよう務めていた。保育
の流れや子どもの姿、そして担任保育士と保護
者の関わりを客観的な視点で捉え、どのような
姿勢が求められているか、どのようなタイミン
グが良いかを判断していることが分かる。
Ⅳ　総合考察
1　日頃のコミュニケーション
対象者のK・Rは、保護者に誤解された体験が
ないと語っている。そして、保護者とのコミュ
ニケーションにおいて意識していることは、問
題が発生してからではなく、日頃からコミュニ
ケーションを取り、保育者から歩み寄って働き
かけることであった。もしも、誤解される事態
が発生していたとしても、積極的な働きかけと
確認調整の姿勢は、その事態を速やかに解決し、
誤解された体験として意識されることはなかっ
たのではないだろうか。張らが保育者を対象に
行った調査では、対象保育者の約半数が誤解さ
れた体験をしたと回答している。さらに、体験
がその後の保育に与えた影響として、日頃から
保護者とコミュニケーションを取り、ずれが発
生しないように意識して取り組んでいることが
表 6　保護者の子育て支援
語り 11
今日は、朝は泣いて来られたけれども、帰りのときはにこにこされていました、日中こんな感じでしたと
いうことを、一言、二言申し添えると、安心して、次の日にまた泣いて来られても、「園に着いて、しば
らくしたら泣きやんでいるんですね」ということは思っていただけるかなと思って、こちらからも伝える
ようにはしています。たぶん心配して、お母さんも泣いている子どもを置いていくというのは、つらい気
持ちで。
語り 12
心配されていたんだろうなと思うと、「どうでしたか」と聞きにくい雰囲気がもしあったりとか、「先生は
忙しそうだしな」と、たぶんそういうお母さんの思いもあるので、先にこちらから一言言っておくと、安
心感が。日がたつと、どちらも分からなくなるし、お母さんは心配が募っていくという思いがあるので、
なるべくその日のことはその日のうちに対処できたらいいし、安心して。
語り 13
親の立場になって、園から帰ってきたときに、行きは元気で出ているのに帰りは泣いていたりとか、逆も
あって、朝は泣いていたけど、１日どうだったろうかというのは、家に帰ってから、お母さんが思ってお
られるような感情がなんとなく分かるので。
語り 14
成長も、今日は１歩、２歩を歩きましたよとか、今日は給食の前に自分で手を洗いに行っていましたとか、
お洋服の片手を通せた、両手を通せるようになりましたとか、小さな変化をちょっとお伝えしておくと、
「ああ、家でもできるようになっているんです」とか、逆に「家ではまったくしないんですけど、園では
しているんですか」とか、家庭と園で、子どもの成長の度合いとか動きをお互い把握できるかなというこ
とで、お話ししていることも多いです。
語り 15
苦手だと思っていた牛乳が、おうちではすごく飲まれていたということが発覚しまして、入園してから間
もなかったので、園では苦手で飲めないのかなと思って減らしていたのですが、あるとき、ぐっと飲まれ
たので、今日はすごく飲んでくださったんですと喜んだら、「いや、家でも牛乳が好きで飲んでいるんで
す」とおっしゃって、ああ、そうだったんですねということがあって。じゃあ、園では、まだ慣れなくて
飲めなかったし、きっと慣れたら飲めるんだから、嫌いじゃないんだなということが分かって、安心して、
普通の量がだんだん飲めるようになったらいいなと。
表 7　担任保育士のサポート
語り 16
それを親御さんに言うこと、遠慮されたり躊躇する先生も、たぶんどうしていいか分からないと思います。
若い先生とかだと。でも、それを伝えることによって、親御さんが「困ったな」ではなくて、「あっ、だか
ら要るのか」「だから袋がないですよと言われるのか」というのが理解できるから、逆に伝えてあげること
も親切になるよというふうには。だから、言ってあげてほしいかなとお願いするときもあります。
語り 17 担任の先生が席を外しているときには、伝えてほしいということはあるので、それに関してはお受けしています。でも、基本は担任の先生と保護者さんとのコミュニケーションというか、つながりになるので。
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明らかであった 23）。今回の結果も、日頃からコ
ミュニケーションを取り、保護者の視点を踏ま
えた伝達に努めることが、保護者と良好な関係
を形成し維持する方法であることを示してい
る。
2　保護者理解の視点
保護者の視点を踏まえたコミュニケーション
を取るために、保育者は保護者を理解しなけれ
ばならない。保護者がもつ保育内容や子どもの
発達に関する理解、そして保護者がする日常の
経験は様々であり、共通認識を持つことは難し
い。張らが保護者を対象に行った調査研究では、
保育上の専門用語と保護者の理解が異なったた
めに発生した誤解体験が事例として得られてお
り、今回の結果はその対応策を示している 24）。保
育者は保育内容や子どもの発達について専門的
に学んでおり、自分の知識と経験を基本にして
考え、言葉で表現する。しかし、保護者はその
ような学びをしておらず、保育者が使用する用
語や内容を正確に理解できないまま、自己解釈
している可能性がある。また、保育中に見られ
る子どもの姿を知らない保護者に、その姿を伝
える場合でも、保護者の理解を確認しながら進
める必要性がある。
3　客観的視点
今回の対象者はフリー保育士の立場から、担
任保育士より客観的な視点で保育に関わること
ができている。そして、担任保育士と子どもの
関わりをサポートする立場から、担任保育士が
行う保護者への伝達を確認調整していた。保育
を進めていく担任保育士は、子どもの年齢や個
人差に配慮しつつ、ねらいを持ち取り組んでい
く中で、様々な思いや願いを抱くのだろう。保
育の当事者として思いが強まれば強まるほど、
保護者に伝達するための客観的な視点を意識す
ることは難しくなる。さらに、保育の経験年数
が浅い若手保育者は、保護者への伝達を躊躇す
ることも考えられ、今回の対象者は若手の担任
保育士に伝達を促していた。客観的な視点を持
ち、担任保育士をサポートするフリー保育士は、
担任保育士と保護者のどちらに対しても重要な
役割を果たしていた。しかし、フリー保育士の
活用が全ての園において実施されている訳では
なく、担任保育士との連携に課題が残る例も推
測される。子ども・子育て新支援制度の施行か
ら保育士の配置を改善させようとしているた
め、フリー保育士の役割を明確にし、担任保育
士と保護者の関係形成と維持を円滑にする存在
として活用されることが望まれる。
4　保育者の学び
保育者自身の子育て経験が保護者対応に活か
されていることが明らかであった。保護者理解
を深め、保護者に寄り添う姿勢を形成させてい
ることが分かる。しかし、保育現場には若手保
育者や子育て経験のない保育者もいる。コミュ
ニケーションのずれを体験し、学びを重ねてい
る保育者もいるが、中にはその体験が辛い記憶
として残っている例もみられた 25）。子育て経験
がない保育者は、日頃のコミュニケーションを
意識し、保護者視点を踏まえた伝達で、良好な
関係を形成維持できるよう学習プログラムの作
成と実施が求められるのである。
今後に向けて
今回は1名のフリー保育士に焦点を当てた。保
育現場においては、保護者の子育て支援を日々
行う保育者間の連携を如何に進めるか、園の保
育方針や保育者の考えなど、様々な要因による
困難がある推測される。フリー保育士と担任保
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育士の置かれた立場の違いによる体験や気づ
き、学びから、保育者間の連携に関する具体的
な提案が求められる。今後は、担任保育士の意
識や保護者理解について分析を進めていく。ま
た、誤解体験から学び、コミュニケーションを
改善させていくプロセスや保護者理解の変容を
明らかにしていく必要がある。
＜本研究は科学研究費（基盤研究 C・課題番号
26381112）の助成を受けて行ったものの一部で
ある。＞
引用文献
１） 内閣府・文部科学省・厚生労働省、子ども・子育て
支援新制度ハンドブック、2015
２） 厚生労働省、保育所保育指針解説、2018、フレーベ
ル館
３） 氏家武、保育者のメンタルヘルスを守る、保育の友、
Vol.63、No.10,pp.10-17、2015
４） 神谷哲司、保育現場における「対応の難しい親」は
なぜ産み出されたのか？－家庭支援、保護者支援に
関する研究動向からの一考察－、Asian Journal of 
Human Services、Vol.3、pp.1-15、2012
５） 高橋 真由美、保育所における保護者支援研究の現代
的課題、藤女子大学QOL研究所紀要、Vol.10（1）、
pp.141-146、2015
６） 片山美香、若手保育者による保護者支援の困難さと
対応に関する検討、岡山大学大学院教育学研究科研
究集録　Vol.159、pp.11-20、2015
７） 中平絢子・馬場訓子・竹内敬子・高橋敏之、事例か
ら見る望ましい保護者支援の在り方と保育士間の連
携、岡山大学教師教育開発センター紀要、Vol.6、
pp.21-30、2016
８） 前掲書 6）
９） 今村美幸・室津史子・疋田結香・森千智・藤原理恵
子、発達の気になる子どもの保護者へのかかわりの
現状と課題－保育者へのインタビューから－、健康
科学と人間形成、Vol.3 No.1,pp.57-65、2017
10） 木曽陽子、「気になる子ども」の保護者との関係にお
ける保育士の困り感の変容プロセス、保育学研究、
Vol.49、No.2、pp.200-211、2011
11） 前掲書 10）
12） 太田祐貴子、保護者対応と保育士のバーンアウト：
看護師との比較から、お茶の水女子大学心理臨床セ
ンター紀要、Vol.18、pp.1-11、2016
13） 三宮真知子、コミュニケーション教育のための基礎
資料：トラブルに発展する誤解事例の探索的検討、
日本教育工学会論文誌、32、pp.173-176、2008
14） 張　貞京・真下知子、保護者－保育者間のコミュニ
ケーションにおける誤解事例の収集、京都文教短期
大学研究紀要、Vol.54、pp.47-58、2015
15） 張　貞京・真下知子、保護者からみた保育者との誤
解体験、京都文教短期大学研究紀要、Vol.56、pp.45-
54、2017
16） 田宮緑・池田優・鈴木富美子、保育者の語りにみる
幼稚園における保護者支援：幼少連携に関する語り
の分析、静岡大学教育学部付属教育実践総合セン
ター紀要、No.22、pp.53-62、2014
17） 衛藤真規、保育者の語りからみる保護者との関係変
化の検討－保護者を相手として難しさを超えるプロ
セスに着目して－、東京大学大学院教育学研究科紀
要、Vol.57、pp.220-229、2017
18） 衛藤真規、保護者との関係に関する保育者の語りの
分析－経験年数による保護者との関係の捉え方の違
いに着目して－、保育学研究、Vol .53、pp.84-95、
2015
19） 吉田満穂・高橋敏之・西山修、自伝的記憶としての
気付き体験による保育者の変容過程、岡山大学教師
教育開発センター紀要、Vol.6、別冊、pp.38-48、2016
20） 田宮縁・池田優・鈴木富美子、保育者の語りにみる
幼稚園における保護者支援：幼少連携に関する語り
の分析、静岡大学教育学部付属教育実践総合セン
ター紀要、No. 22、pp.53-62、2014
21） 香曽我部琢、保育者の転機の語りにおける自己形成
プロセス－展望の形成とその共有化に着目して－、
保育学研究、Vol.51、No.1、pp.117-130、2013
22） 厚生労働省、保育士のキャリアアップの仕組みの構
築と処遇改善について、2017
23） 前掲書 14）
24） 前掲書 15）
25） 前掲書 14）

